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チベット系のタング

ート族がつくつた国

家。モンゴル(チンギ

スニ八ン)に よつて減

ぼされる。

唐滅亡後、次々に王朝が交代したが、960
年に後周 (こうしゅう)の武将趙匡胤 (ちょ
うきょういん)が統一国家、宋(北宋)を建国。
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靖康の変             |
宋は金と同盟して遼を攻め落とすが、軍勢

派遣などの約束を守らなかった。そのため

金の怒りを買い、1127年に開封を攻略さ

れる。Op.53

γ
′

・
・

¨
^

日宋貿易のルート

1湮淵の盟

1北方の遼の攻勢を撃退できずに

|いた宋は、銀や絹を毎年贈るとい

2型聖蓄萱日した。_J
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印刷技術

活版印刷が

ヨーロッパで

普及。
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(チベット)

西夏の侵入
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科挙
隋代に始まった高級

官僚登用試験であ

る科挙には、宋代に

皇帝自ら行う殿試が

加わった。試験は解

試、省試、殿試の三

段階で行われ、合格

時の成績順位が出

世に反映された。

ながつていた。また、海外
との貿易も活発だつた。

省 試

殿試

皇帝自らが試間する

最終試験。

省試

都の礼部が実施する

中央試験。

解試

地方で実施される

予備試験。

火 薬

大砲や鉄砲  大航海時代

を生む。   を実現。
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宋
代
の
三
大
発
明

印
刷
技
術
、
火
薬
、
羅
針
盤
は
、
い
ず
れ
も
宋

代
に
改
良

・
実
用
化
さ
れ
た
も
の
で
、
宋
代
の

三
大
発
明
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
イ
ス

ラ
ー
ム
商
人
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、

後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

針磁隋盤」針う羅

な学し子い朱判
剛

解 試

宇宙の原理や人間の本性を追求する新しい儒学で、北宋の周敦順 (し ゅうとんい)ら の学説を、南宋の朱車 (〈 しゅき〉朱子)が集大成
したもの。朱事の晩年には偽学として弾圧されたが、その死後に|ま 官学として迎えられ、中央集権国家を統治する思想として大き
な役害」を果たした。日本には鎌倉時代に伝わり、江戸幕府によつて官学とさ/1た。

日

宋

一断
政
治
か
ら
文
治
主
義
へ
転
換
し
た
宋
代
。

官
僚
が
支
配
し
た
　
　
　
　
　

ｔ

民̈
の
生
活
が
向
上
し
、

」済
・文
化
が
発
展
し
た
陰
メ

Ｈ僚
の
腐
敗
が
進
行
し
た
。

帝
国
・宋

科
挙
に
よ
る
官
僚
国
家
体
制
は
、

腐
敗
も
と
も
な
つ
た

９
０
７
年
に
唐
●
５‐
参
照
）が
減
び
て
か
ら
の

ぉ
ょ
そ
５０
年
間
は
、
一翠
北
で
５
王
朝
が
交
替
し
、

地
方
に
は
１０
の
国
が
で
き
た
（五
代
十
国
）
激
動

の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
門
閥
貴
族
が
衰

退
し
、
一即
度
使
ら
武
人
や
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た

新
興
地
主
層
が
優
勢
と
な
っ
た
。

９
６
０
年
、
後
周
の
武
将
趙
匡
胤

（太
祖
）
が

皇
帝
と
な
っ
て
宋

（北
宋
）
を
建
て
た
。
宋
は
武

断
政
治
を
改
め
る
た
め
、
一即
度
使
の
実
権
を
奪

っ
て
、
皇
帝
の
直
属
軍
で
あ
る
禁
軍
を
置
き
、

文
人
官
僚
に
よ
る
文
治
主
義
を
推
し
進
め
た
。

官
僚
登
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
科
挙
に
、
皇

帝
自
ら
が
試
間
す
る
殿
試
を
加
え
、
官
僚
へ
の

統
制
を
強
化
し
た
。
官
僚
を
出
し
た
家
は
官
戸

と
よ
ば
れ
、
大
き
な
特
権
を
得
た
た
め
、
多
く

の
新
興
地
主
層
（形
勢
戸
）
は
、
競
っ
て
官
戸
を

目
ざ
し
た
。
し
か
し
、
官
僚
へ
の
賄
賂
が
横
行
し
、

腐
敗
が
進
行
し
た
。

宋
代
に
は
、
稲
作
が
発
達
し
た
こ
と
に
加
え
、

塩
、
茶
、
酒
な
ど
の
生
産
も
さ
か
ん
に
な
り
、
専

売
に
よ
っ
て
国
庫
を
潤
し
た
。
首
都
の
開
封
は

交
通
の
要
衝
で
、
大
運
河
を
利
用
し
て
各
地
の

物
資
が
集
散
し
た
。
商
業
の
発
展
は
貨
幣
経
済

の
浸
透
を
促
し
、
手
形
の

一
種
で
あ
る
会
子
や

交
子
が
紙
幣
と
し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
。

文
化
面
で
は
宋
学
が
興
り
、
科
学
技
術
の
進

歩
が
三
大
発
明
を
生
ん
だ
。

宋代の中国

日宋貿易

日本と宋 (北宋 南宋)の 間で

行われた貿易。日本では平氏

政権や鎌倉幕府がこれに積極

的に取り組み、活況を呈した。
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